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要約 
1990 年代中頃以来、HQE○Rアプローチ(Haute Qualite Environnementale/高環境品質)がフランスにて
展開されてきた。HQE○Rを自ら宣言したビルがますます増加していることを考慮すると、HQE○Rアプ
ローチに信用を与え、良いプロジェクトの価格を安定させるために、明確な基準を設定することが必
要に思われる。 
一部の建物の施主より提示された要求に従い、また公共団体の支援を受け、CSTB は 2002 年に、
HQE○Rアプローチに制限を設けるために、ADEME、HQE○R協会および様々な専門家と協力し、非居
住用建物プロジェクトの認証制度の作成を始めた。 
認証制度はそれ自体に 2 つの側面を持つ。一つは、14 の環境課題に従って説明され、プロフィールで
示される建物の環境の質、そしてもう一つは、プロジェクトを通しての環境管理システムである。 
認証制度は、2005 年 2 月に正式に開始される前に、2003 年から 2004 年の間に 20 の非居住用建物プ
ロジェクトにおいて試みられた。最初に発表されたものは、新しい、または大規模な改築を行うオフ
ィスおよび学校の、説明段階、設計段階および施工段階に適用可能である。最初の認証は、「NF 
batiments tertiaires - demarche HQE○R」 という二重の商標を伴って、2005 年 3 月に交付された。 
本論文は、この認証システムの原則、技術的な参照枠組みの主要な内容、特にフランスの HQE○Rアプ
ローチに用いられる 14 の環境課題の内容および査定方法について述べる。試験段階で得られた教訓に
ついても述べ、また、いくつかの問題点も検討する。最後に、新規分野の枠組みの開発に関する展望
を述べる。 
 

1. 序論 

いわゆる HQE○R  (Haute Qualite Environnementale/高環境品質)と呼ばれる環境にやさしい建物プロジ

ェクトがますます増加していることを考慮すると、フランスで基準が変化していることは明らかであ

る。最近完成した、または計画中である居住、非居住用の約 600 戸の建物が、HQE○Rであると主張し

ている。HQE○Rと自ら宣言する建物の増加に直面し、HQE○Rアプローチに信用を与え、良いプロジェ

クトの価格を安定させるために、明確な基準を設定することが必要に思われる。 

公共だけでなく、民間の一部の建物の施主が提示する要求に従い、また公共団体の支援を受け、CSTB
は 2002 年に、認証制度プロジェクトの形式をとり、HQE○Rアプローチの条件を作成した。この作業

は、実務家委員会との協力および様々な専門家の支援を受けて行われた。このプロジェクトは、

ADEME(フランス環境エネルギー管理庁)および CSTB より融資を受けた。公共および民間の建築分野



 

 

と環境分野の関係者一同を集めて 1996 年に創設された HQE○R協会は、特に、戦略的および技術的な

両方の認証側面に対処するワーキンググループが積極的に関与し、現在もそれは継続している。 

適用範囲においては、この認証制度は非居住用建物を扱い、初期の段階ではオフィスと学校の 2 つの

分野に焦点を置く。例えばホテルやショッピングセンターなどの他の分野の建物は中期に取り組まれ

る。新しい建設だけでなく、大規模な改修または改築も扱われる。 

この認証が対象とするプロセスは、説明段階、設計段階および施工段階であり、それは新しい建物を

作る最初の決定から、その建物を利用者に引渡すまでの全てのプロセスを意味する。地理的な視点か

ら言うと、認証はフランス、および、若干の内容を調整して、他のヨーロッパ諸国においても適用可

能である。 

2003 年からと 2004 年の間は、非居住用 HQE 建物プロジェクトのこの認証制度は、試験的な手続きだ

けであった。それはパイロットプロジェクトで試験され、特別委員会の検証および AFNOR 認証局の

正式な承認を経て、2005 年 2 月に公認された。 

AFNOR 認証機関(フランス標準化協会の機関)は NF マークの発行者であるが、このマークは、製品と

サービスの品質および安全保証を提示する総合的な認証マークである。AFNOR 認証機関は、CSTB を、

非居住用建物分野における認証機関として命じた。「NF batiments（建物） tertiaires（第三次産業部

門）」マーク(非居住用建物用)が作られ、HQE○R協会が発行する「新政策(Demarche)HQE○R」マーク

(高環境品質アプローチ)と連携された。 

したがって、CSTB は非居住用建物を扱い、その一方で QUALITEL 協会の支部である CERQUAL は、

環境要求事項も含み、また 2003 年 4 月以降運営して、「住居と環境 (Habitat et Environnement)」と

呼ばれる複数ユニットの居住用建物向けの独自の認証を管理している。この分野においては、「NF 住

居(logements)」マークも最近作られた。戸建てに関しては、「新政策 HQE」マークを既存の「NF 一
戸建て(maison individuelle)」マークに追加するために、体制が構築されている最中である（CSTB と

戸建て住宅認証機関である CEQUAMI との協力のもと）。中期には、居住用および非居住用建物が、

NF および HQE○Rの 2 重のマークで認証される可能性がある。これらの認証は自主的なものである。 

 

2. フランスの認証制度の原則 
CSTB が開発した非居住用建物用の国家的認証スキームには、2 つの側面がある。一つは、14 の環境
関心事に応じて説明される建物の環境の質、もう一つは、プロジェクトを通しての環境管理システム
である。これは、HQE○R協会が奨励する HQE○Rアプローチの原則に相当する。これらの 2 つの側面は、
それぞれ技術的な性能基準および管理要件を含めて、一つの技術参照枠組みとして解釈されてきた。
この、プロセスと結果の両方を指向する「一つで二役」の概念は、この認証システムの主要な独創性
を構成する。 
当管理システムは、施主が、説明、設計、施工という運用プロセスを管理しながら、14 の環境課題を
優先順位付けし、それらを達成するようにプロジェクトを組織化できるような、組織的な要素の集合
体として定義することができる。 
上流段階の 14 項目の優先順位付けを行い、プロジェクトの特定の環境目標を定義することは、施主の
責任である。この優先順位付けは必然的に施主自身の環境戦略を反映するが、さらに、それは、環境
現地調査に基づいた局地状況の特徴、利害関係者の期待とニーズ、および異なる基準での規制制約と
一致しなければならない。したがって、環境目標は、プロジェクトによって異なる。情況が異なれば、
目標も異なってくるので、プロセスに柔軟性があることは重要である。 
施主は、開始の決定から、顧客またはユーザーへ建物を引渡すまで、プロジェクト全体を通して、継
続的に環境管理システムを実践しなければならない。 
概略化すると、環境管理システムの要件は以下の通りである。 



 

 

- 施主の取組：政治的目標、優先順位付け、開始、 
- 実施および運営：組織および職責、訓練および技術、契約、コミュニケーション、文書作成、

計画化、 
- プロジェクト管理：修正、プロセス再検討、建物環境アセスメント、是正措置、統合、 
- 各段階における特定の要件および文書の管理：説明、設計、施工 

上記とは別に、施主は、(自らまたはアシスタントの力を借りて)プロセスのいくつかの段階において、
建物の環境性能を査定しなければならない。その目的は、自らの環境計画目標が正確に達成されてい
るかチェックしたり、達成できるように適切な時期に対処することである。 
建物の環境基準は、敷地、エコ建設、エコ管理、快適さおよび健康との相互作用を含めて、1997 年に
フランスの HQE 協会が定義した 14 の環境課題にしたがって構成されている。 
 

表 1：14 の重要な環境課題のリスト 

敷地およびエコ建築 快適さ 
課題 1 建物とその周辺の環境の関係 
課題 2 建設製品、システムおよびプロセスの総合的な選

択 
課題 3 影響力の低い建設現場 

課題 8   温度の快適さ 
課題 9   騒音と音響効果 
課題 10 照明 
課題 11 臭気 

エコマネージメント 健康 
課題 4 エネルギー管理 
課題 5 水質管理 
課題 6 事業廃棄物管理 
課題 7 メンテナンス - 環境性能管理 

課題 12 空間の健康状態 
課題 13 屋内の空気の質 
課題 14 水の衛生品質 

 
 
例えば GBC(環境にやさしい建物への挑戦)などのその他の体制のように、これらの 14 の課題には、よ
り明確な問題のツリー構造が隠されている。3 つのレベルの性能が定義されている。現行の規制または
通常の慣行に相応する「基礎」、および「良い」と「非常に良い」レベルである。それらはツリー構
造のすべての段階に適用される。 
認証要件に適合するには、必然的に「最低限の環境プロフィール」の達成を伴う。このプロフィール
（下記の図を参照）は、少なくとも 3 つの課題において「非常に良い」性能レベル、少なくとも 4 つ
の課題において「良い」レベル、そして残りの課題(最高 7 課題)が「基礎」レベルで定義される。また、
課題番号 4 の、エネルギー管理(新建物用)では、少なくとも「良い」性能レベルを達成しなければなら
ない。これらの性能は、参照枠組みに明示的に定義された性能基準を用いて、査定する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 最低限の環境プロフィール 
 
 
認証プロセスは監査に基づいている。認証機関(CSTB)は建物の管理システムを監査し、かつ環境性能
をチェックするために監査人を任命する。これは、説明段階の終わり、設計段階の終わり、および施
工段階の終わりの、プロジェクトの主要な 3 段階で行われる。各段階において、監査人は、可能性の
ある技術的な参照枠組みとの不適合を略述して、監査報告書を書く。不適合が是正されたら、そのフ
ァイルは利害関係者の代表者からなる認証申請委員会に提出することができる。 
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技術的参照枠組みには日付がつけられる。その枠組みは、異なる規制の制定、環境科学的知識の進歩
および新しいデータ(特に製品の)の可用性にしたがって、定期的に更新し向上することが予測される。 
 

3. 環境性能の査定枠組み 
環境品質(または環境性能)の査定は、施主によって上流部門で定義された課題の優先順位付けに関して、
環境基準が 14 課題について達成されるかどうかを判断する方法である(上記参照)。技術的枠組みは、
明示的な方法にて各基本ポイントで満たすべき性能基準、および、最終の 14 構成要素のプロフィール
を確立するための集計規則を提供する。 
この査定は施主の責任においてプロジェクト関係者が行う。プロジェクトの査定は監査人の任務では
ないことに注目することは重要である、なぜならそれは施主の主導の下に行う管理プロセスの重要段
階であるからだ。正当化の根拠が提示される必要がある。その後、査定は 3 つの主要な段階において、
監査人によってチェックされる。それは、予測されたプロフィール(優先順位付けの結果)に一致し、最
低限のプロフィールを満たさなければならない(上記の図を参照)。 
混乱は回避しなければならない。査定枠組みは、3 つの明確な段階(3 つの主要段階の終了時)における
建物プロジェクトの査定のためのツールであり、設計を助ける手法ではない。設計は反復的で統合さ
れたプロセスであるが、査定はより分析的で、異なる視点から行われる。もう一つのポイントは、枠
組みが概念設計(上流の設計段階)を評価するようにうまく適応されないことで、これは目的が異なるか
らである。 
上述したように、査定枠組みは、環境課題のツリー構造に基づいている。下記の表 2 は、実例をもっ
てこの構造の一部分を示している。 
 

表 2 査定枠組みからの抜粋(課題 1、2 および 4) 

課題 1 建物とその周辺の環境の関係 
1.1 持続可能な市街地開発のための計画構成 

 1.1.1 - 都市計画および持続可能な市街地開発の立場から、計画構成と地方公共団体の

戦略との統一を保証すること。(エネルギーと再生可能エネルギー、下水施設、

廃棄物、水資源、サービスなどの統一) 
 1.1.2 - 輸送方式を管理し、より環境を汚染しにくいものに特権を与えること 
 1.1.3 - 生態系と生物多様性を保存・向上すること 
 1.1.4 - 要注意地帯での洪水リスクを予防し、広範な公害を制限すること 
1.2 利用者のための質の高い屋外空間環境 

 1.2.1 - 風、雨および日差しとの関係における、十分な屋外の気候環境の形成 
 1.2.2 - 十分な屋外の聴覚的環境の形成 
 1.2.3 - 十分な屋外の視覚的環境の形成 
 1.2.4 - 健全な屋外空間の保証 
1.3 ビルの近隣への影響 

 1.3.1 - 近隣の天日へのアクセスの維持 
 1.3.2 - 近隣の日光へのアクセスの維持 
 1.3.3 - 近隣の眺望へのアクセスの維持 
 1.3.4 - 近隣の健康の維持 
 1.3.5 - 近隣の平静の維持 

 



 

 

 
課題 2 建造物、システムおよびプロセスの総合的な選択 
2.1 耐久性と適応性の形成のための施工選択 

 2.1.1 - 望ましい建物の寿命(短期、中期、長期)に施工選択を適応させること。 
 2.1.2 - 望ましい建物寿命に応じて、建築適応性対時間、および建造物、システムおよ

びプロセスの分解・分離可能性に関して考えること。 
 2.1.3 - 特性が保証・立証される建造物、システムおよびプロセスを選ぶこと 

2.2 建物メンテナンスを容易にする施工選択 
 2.2.1 - 建物の各部分(外観、屋根、壁および敷物、窓、日射遮蔽、屋内の隔壁、天井)へ

の容易なアクセスの徹底 
 2.2.2 - 清掃・メンテナンスが容易な建築用製品を選ぶこと。 

2.3 寿命サイクルへの環境影響を減じるための建築用製品の選択 
 2.3.1 - 建築用製品が建築環境に与える影響(できればフランスの基準 NF P01-010 によ

る LCA 影響指標の測定および建物基準での算定)を認識すること 
 2.3.2 - 建築環境に与える影響を削減するように建築用製品を選ぶこと(前段階で明らか

にされた環境宣言を意志決定の際に用いること) 
2.4 工事中の健康影響を減じるための建築用製品の選択 

 2.4.1 - 屋内の空気の質に関して、建築用製品の健康への影響(屋内のカバーおよび絶縁

材からの VOC とホルムアルデヒドの放出)を認識すること 
 2.4.2 - 健康への影響を減じるための建築用製品を選ぶこと(前段階で見つかった VOC

とホルムアルデヒドの影響を意志決定の際に用いること) 
 
 

課題 4 エネルギー管理 
4.1 エネルギー消費の最適化のための建築設計 

 4.1.1 - 建物外面からの熱損失を制限すること 
 4.1.2 - 暖房の必要性を軽減するための建物外面の性能の向上 
 4.1.3 - 換気・空調の必要性を軽減する建物の性能の向上(受動的な手段による) 
 4.1.4 - 人工の照明の必要性を軽減する建物の性能の向上 

4.2 一次エネルギー消費の削減および再生可能エネルギーの利用 
 4.2.1 - 室内暖房、DHW、換気および照明による一次エネルギー消費の削減 
 4.2.2 - 空調による一次エネルギー消費の削減 
 4.2.3 - 地元の再生可能エネルギーの利用 

4.3 エネルギー消費によって生じる公害の削減 
 4.3.1 - 温室効果助長(二酸化炭素の排出)の制限 
 4.3.2 - 酸性雨問題助長(SO2同等物排出)の制限 
 4.3.3 - 放射性廃棄物発生の制限 

 
査定は、性能基準により、具体的事項に応じて、定量的また定性的に行うことができる。たとえ机上
では最良のものであっても、結果指向の指標をもってすべての性能を定量化することは必ずしも良い
解決法とは限らない。というのは、建築上または技術上可能な異なる解決法を考慮すると、ある場合
には時間がかかりすぎたり、または平均値にもとづく評価のほうがより簡単であったり、あるいは定
性的な解決が好まれたりするかもしれないからである。しかし、指標が存在し、その実施が簡単であ
り、また、その指標が異なる設計戦略を対象とすることができれば、その指標が用いられる。実務家
がよく知らない指標の二重の算定や使用を回避するために、ある規制が一定の分野に存在する場合、
指標はそこから引き出される。 
主な困難のうちの 1 つは、性能基準に「良い」および「非常に良い」というレベルを設定することで
ある。これらのレベルは、建築部門の可能なベストプラクティスと一致していなければならない。そ
れらが互いに矛盾してはならない。一部の性能基準はオフィスビルと学校に共通であるが、その他は
異なっており、特に快適さの領域では違っている。実験段階中、指標のこれらのレベル、また適切な
指標の選択に関して、様々な議論が生じた。 



 

 

集計規則はケースバイケースで定義される。枠組みを明示した一覧表は、3 段階、すなわち「基礎」
「良い」、「非常に良い」の組み合わせを示している。ある事項で「非常に良い」となるためには、
必ずしもその下位構造の全てで「非常に良い」である必要はない。「良い」または「非常に良い」の
評価の組み合わせが数通り存在することができる。 

建築または技術の革新を統合できるように、ある程度の柔軟性が導入されている。プロジェクト関係

者は、「良い」および「非常に良い」性能レベルについては、参照枠組みに記載されているものへの

代替査定方法を示唆する、「等価原理」を適用することが認められている。また、これは 14 課題のど

の事項についても認められるが、関連性が正当である根拠を必要とする。この代替査定は専門家に提

出される。この手続きのおかげで、革新的な解決策を考慮にいれることができ、枠組みの発展を可能

にすることができる。最終的に、このことは精密かつ融通性のあるシステムにつながる。 

 

4. 実験段階 

2003 年から 2004 年の間に、この認証制度は、ADEME が率いる委員会が選択した 20 戸の建築プロジ

ェクトにおいて、2002 年に呼びかけたプロジェクト「HQE○Rアプローチおよび非居住用建物」の枠組

みの中ですべての角度から試験された。監査費用は ADEME が援助した。 

これまでのところ、42 の監査人が CSTB の訓練を受けている。2003 年から 2004 年の間に、30 を超
える監査が行なわれたが、その 3 分の 2 が説明段階で、3 分の 1 が設計段階であった。 
試験段階中、技術的枠組みは専門組織および専門家の自由裁量にまかせられた。彼らを通じて、我々
は興味ある意見および提案を、一部矛盾していたとしても、収集した。 
この試験段階から、様々な教訓を引き出すことができる。 

- プロジェクト環境管理システムの実行および形式化は一部の施主にとっては困難である。 
- 説明段階の最初の監査は、教育目的および努力測定において非常に役立つ、特にプロジェクト

管理においてそうである。 
- 環境アセスメントは時間がかかり、枠組みを簡素化することが望ましい(実施されてはいたが限

定された範囲だった)。 
- 時々、査定の実行が監査に間に合わなかった。 
- プロジェクトの進行につれて、環境性能低下の傾向が若干みられる。 
- 監査関係者は、不適合に対して建設的に反応し、ほとんどの場合、彼らのプロジェクトを是正、

改善することができたが、ただし可変遅延を伴っていた。 
パイロットプロジェクトはできるだけ早く公式認証を得たい。パイロットプロジェクトとは別に、民
間部門の一部の関係者は、NF-HQE○R認証(主にオフィス向け)に興味を持っていて、分析監査を CSTB
に依頼した。 
 

5. 正式な開始および最初の認証 
オフィスと学校のための認証「NF batiments tertiaires - demarche HQE○R」は、認証申請委員会によ
る検証および AFNOR 認証機関による正式許可を経て、2005 年 2 月に正式に開始された。 
最初の認証は 2005 年 3 月に、説明および設計段階について発行された。認証されたプロジェクトは、
その性質および規模において、それぞれ非常に異なることに注目するのは興味深い。さらに、環境プ
ロフィールも異なる。一つのプロジェクトにおける 7 つの課題が「非常に良い」レベルに達した。環
境プロフィールは認証書に記載される。 
下記は、最初に認証されたプロジェクトの概略である。 

- パリ郊外の町の中規模の市庁舎の改築および拡張 
- ピカルディ地域のオフィスビルおよび訓練センターの改築および新築(3400 ㎡) 
- パリ近郊の 183m の高層（40 階建て）オフィスビルの建設(68,000 ㎡) 
- パリ近郊の 7 階建ての新築オフィスビル(9000 ㎡) 



 

 

- ミディ・ピレネー山脈地域の、生徒 400 人の新しい高校 
 

6. 検討 

このシステムが非常に最近のものであるにもかかわらず、既にその長所および弱点を述べることが可

能である。それは、いくつかの興味深いフィードバックを試験段階中に得たからである。 

認証システムは、公共団体と施主からは歓迎されたが、しかし、まだ一部の設計者達からは批判を受

けている。彼らは、認証制度は HQE○Rアプローチの規格化に結びつき、また、建築設計が認証要件に

左右されると懸念する。一部の人々は、認証制度が技術革新を制限すると考える。 

ADEME は、認証がエネルギー側面において、より厳格になることを強く望んでいる。これは、2006
年より適用される、フランスにおける建物に関する次のエネルギー規制である「RT2005」が公表され

ると実現するだろう。その際には、興味深いことに、RT2000 エネルギー規制さえ、非居住用建物にお

いて一部の問題を抱えながら適用される。建築家とエンジニアは RT2005 に備えるために設計慣行を

至急に修正する必要がある。経済的制約も、この領域における発展を遅らせる。 

認証システムのパイロットプロジェクトおよび実験に関与するチーム(施主、アシスタント、設計者な

ど)の内、大多数は、技術的参照枠組みのおかげで、プロジェクトの環境管理を構築し、14 の環境課題

について具体的内容を提供できたことは、非常に前向きで有用であると考えている。CSTB が認証手

続きに関連して開発し始めた支援ツール、すなわち監査ガイドライン、正当化理由査定ソフトウェア

も評価されている。それとは別に、最初の監査は両者(監査人とチーム)に有益であり、さらに我々は改

善のための興味深いフィードバックおよび証拠を得た。14 の環境課題の要件を規定する枠組みが相対

的に複雑であることを考えると、簡素化の必要がある。枠組みはある程度簡素化されたが、さらに簡

素化することは適切でない。それは理解力と適用可能性を組み合わせる困難な作業である。 

認証システムは管理側面に重点を置く。チーム間で、管理システムを実践する利点は広く認められる。 

システムの利点は 3 つの監査の組み合わせである。説明段階の終わりに行なわれる最初の監査により、

チームは、技術的または管理的視点から見て、彼らの建物プロジェクトのいくつかの欠点または弱点

に気づくことができる。認証制度のもう一つの肯定的な側面は、14 の重要な環境課題に応じた専門的

分野の組織構造である。というのは、この 14 の課題の組み合わせは、フランスの専門家によく知られ

ているからである(過去 10 年間に HQE○R協会による情報、会議、訓練プログラム、出版物等の普及を

通じての充当) 

この認証は、規格(製品環境宣言に関する NF P01-010、環境性能の記述および査定の枠組みに関する
NF P01-020、建築プロジェクトの環境管理に関する GA P01-030)、技術規制、および「建物のエネル
ギー性能」としての EU 指令と必然的に関連がある。 
認証をうけることは、ADEME または地域より援助が提供されたり、最近は民間銀行による融資の提案
を受けるなど、金銭的インセンティブの利点となる。 
 

7. 見通し 

中期的には、ショッピングセンター、ホテル、スポーツ設備および健康施設などの、他のタイプの建

物まで認証の適用範囲を拡大することが予測される。原則として、個別の枠組みがそれぞれのタイプ

向けに開発されるであろう。 



 

 

オフィスと学校の運営段階を対象とするために、2005 年に別の認証の開発が始められた。運営段階を

認証する強いニーズは、実務家との協議を通じて明らかになった。そのような認証制度の開発は、一

見したところ、より困難であるように思われるが、その理由は、関係者と組織が異なり、また設計と

工事の枠組みを明瞭に示す必要があるからである。それは環境基準に加えて、使用者が感じる「使用

品質」と関係するいくつかの側面を含むことが予測される。それは、査定ツールの一種の発展を意味

する。 

あるニーズが最近発生した。一部の都市開発業者および地方自治体は、事業地域全体に認証を受ける
ことに興味を持っている。これは、建物基準から都市尺度までにおよぶ新しい領域の認証制度の開発
を意味し、プロジェクト管理と環境アセスメントの両方の点から、新しい問題を投げかける。別の問
題は、その地域の基準による仕様と各建物の基準による仕様との関係である。 
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